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周
防
大
島
地
域
の
中
高
一
貫
教
育
は
、
平
成

13
年
度
に
地
域
の
期
待
を
背
景
と
し
て
、
橘
・

東
和
地
域
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
県

内
唯
一
の
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
校
と
し
て
、

推
進
目
標
と
し
て
掲
げ
る
「
地
域
の
生
徒
を
地

域
で
育
て
る
教
育
の
実
践
」
に
向
け
て
、
久
賀

中
学
校
、
大
島
中
学
校
、
東
和
中
学
校
、
安
下

庄
中
学
校
の
町
内
４
中
学
校
と
、
周
防
大
島
高

校
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
回
中
高
一
貫
教
育
合
同
研
修
会

　

４
月
６
日
に
第
１
回
中
高
合
同
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
で
は
新
着
任
者
も
含
め
た
中

高
す
べ
て
の
教
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。
全
体
会
で

は
、
少
子
化
・
人
口
減
少
な
ど
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
周
防
大
島
に
あ
っ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
や
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
は
、

中
高
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
が
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
を
改
め
て
全
員
が
確
認
し
ま
し
た
。
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ま
た
、
そ
の
後
の
教
科
会
で
は
、
中
学
生
に
配

布
し
て
い
る
「
学
び
の
ス
テ
ッ
プ
ワ
ン
」
の
見
直

し
や
交
流
授
業
の
実
施
な
ど
、
今
年
度
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
各
分
掌
の
専
門
部
会
も
行
わ
れ
、
今
年
度

の
中
高
一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
交
流
授
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た

　

今
年
度
も
、中
高
の
教
員
が
相
互
に
訪
問
し
、

複
数
の
教
員
で
き
め
細
か
な
学
習
指
導
を
行

う
「
交
流
授
業
」
が
５
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

国
語
・
数
学
・
英
語
・
音
楽
・
体
育
の
五
教
科

に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
複
数
の
教
員
で
き
め
細

か
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
校
１
年
次
生

は
、
昨
年
度
ま
で
習
っ
て
い
た
先
生
が
訪
問
し

て
く
れ
る
た
め
質
問
が
し
や
す
く
、
中
学
校
教

員
が
基
礎
的
な
内
容
を
、
高
校
教
員
が
発
展
的

な
内
容
を
授
業
す
る
な
ど
各
教
科
が
工
夫
し
て

生
徒
に
よ
り
分
か
り
や
す
い
授
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
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▲合同研修会の様子

▲交流授業の様子

　

4
月
14
日
と
16
日
の
両
日
、
熊
本
地
方
を
中
心
に
最
大
震
度
７
を
2
度
記
録

し
た
大
規
模
な
地
震
に
よ
り
、
熊
本
・
大
分
の
両
県
で
死
者
49
名
、
安
否
不
明

者
1
名
、
約
１
７
０
０
名
の
負
傷
者
、
10
万
棟
を
超
え
る
家
屋
の
損
壊
な
ど
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
熊
本
地
震
」。
本
震
後
も
余
震
が
頻
発
し
、
多
く

の
方
が
長
期
に
わ
た
り
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
支
援
の
た
め
、
九
州
・
山
口
９
県
災
害
時
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
山

口
県
お
よ
び
県
内
の
市
町
は
御
船
町
を
対
象
に
人
的
支
援
を
実
施
。
本
町
か
ら

も
5
月
９
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
2
名
ず
つ
3
回
に
わ
た
り
職
員
を
派
遣
し
、

現
地
で
家
屋
被
害
調
査
や
罹
災
証
明
の
発
行
業
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

被
災
地
の
状
況
に
応
じ
可
能
な
限
り
支
援
を
し
て
参
り
ま
す
。

熊本地震

被災地支援活動

続
く
余
震　

被
災
住
民
の
疲
労
は
計
り
知
れ
な
い

【
現
地
報
告
】

　

支
援
活
動
は
、
御
船
町
に

お
い
て
４
千
件
余
り
申
請
が

出
て
い
る
罹
災
証
明
を
早
期

に
発
行
す
る
た
め
の
被
害
家

屋
の
調
査
。
御
船
町
の
職
員

を
リ
ー
ダ
ー
に
、
他
県
の
支

援
部
隊
の
職
員
ら
と
１
チ
ー

ム
4
～
5
名
体
制
で
10
班
以

上
を
編
成
し
調
査
に
当
た
っ

た
。

　

保
険
や
公
的
支
援
の
手
続

き
に
は
罹
災
証
明
が
必
要
だ

が
、
被
害
調
査
は
1
日
で
40

戸
（
１
チ
ー
ム
）
が
精
一
杯

の
状
況
だ
っ
た
。

　

道
路
は
お
お
む
ね
通
行
で

き
、
水
道
や
電
気
も
ほ
ぼ
復

旧
し
て
い
る
状
況
で
、
店
舗

も
営
業
を
再
開
し
て
い
た

が
、
多
く
の
住
民
が
家
屋
の

強
度
に
不
安
を
感
じ
、
自
宅

で
寝
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
。
御
船
町
は
周
防

大
島
町
と
人
口
規
模
が
ほ

ぼ
同
じ
だ
が
、
世
帯
数
は

６
千
２
百
余
り
。
そ
の
う
ち

４
千
も
の
家
屋
が
損
壊
し
て

い
る
現
状
を
目
の
当
た
り
に

し
言
葉
を
失
っ
た
。

　

６
日
間
の
寝
袋
生
活
と
余

震
を
経
験
し
た
が
、
ま
だ
町

内
に
約
８
０
０
人
（
５
月
14

日
現
在
）
も
の
方
が
避
難
所

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に

も
相
当
な
負
担
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
梅
雨
や

夏
に
向
け
、
早
急
な
住
居
の

確
保
が
重
要
だ
と
感
じ
た
。

　

5
月
９
日
か
ら
14
日
ま
で
の
６
日
間
、
家
屋
被
害
調
査
な
ど
で
の
支
援
活
動
の
た
め
現
地
入
り

し
た
、
商
工
観
光
課
の
田
中
政
彦
班
長
に
被
災
地
の
状
況
を
聞
い
た
。

▲御船町役場にて罹災証明の事務を
　進める

▲被害家屋の様子


